
報告事項エ 

 

 

企画展「とっとりの乱世―因幡・伯耆からみた戦国時代―」の開催

について 

 

企画展「とっとりの乱世―因幡・伯耆からみた戦国時代―」の開催について、

別紙のとおり報告します。 

 

 

令和３年９月２日 

 

 

鳥取県教育委員会教育長  足 羽 英 樹 



企画展「とっとりの乱世―因幡・伯耆からみた戦国時代―」の開催について 

 

令和３年９月２日 

博   物   館 

 

現在の鳥取県域にあたる因幡(いなば)・伯耆(ほうき)国の戦国時代史を総合的に扱った､初めての

企画展を開催します｡ 

この時代の因幡・伯耆国は､毛利氏・尼子氏・織田氏といった著名な戦国大名の勢力が接する｢境

目(さかいめ)｣と呼ばれる地域でした。この境目は､強力な戦国大名のお膝元では見られない複雑か

つ興味深い歴史の宝庫であり､全国的な戦国時代研究の中でも非常に注目されています｡ 

近年の｢新鳥取県史｣の収録資料や最新の研究成果をもとに､応仁・文明の乱(１４６７年～１４７

８年)の混乱に始まり､豊臣秀吉と毛利氏の講和の成立､乱世の終息の兆しを見せる｢中国国分(くにわ

け)｣(１５８４(天正１２)年）に至るまでの約１００年間の歴史を紹介します。 

 

＜見どころ＞ 

・県域を治めた領主のゆかりの品や､羽柴(豊臣)秀吉・毛利元就・吉川元春(きっかわ・もとはる)・山

中鹿介(やまなか・しかのすけ)(幸盛(ゆきもり))などの著名な戦国武将に関わる重要な古文書・武

具・肖像画を合戦・政治・経済・文化など様々な視点から鳥取県の戦国時代史を紹介 

・戦国時代の武将たちの末裔たちが多い鳥取藩士たちのルーツを紹介 

・オンライントレーディングカードアーケードゲーム｢三国志大戦｣などの作品で知られる気鋭のイ

ラストレーター・獅子猿(ししざる)氏の描きおろしによる武将像を展示 

・城郭をドローンで空撮した映像や､合戦国の世界を再現した｢甲冑ディスプレイ｣を展示 

 

１ 会 期 

令和３年１０月９日(土)から１１月７日(日)まで (２９日間、休館日１０月２５日(月)） 

 

２ 会 場 

鳥取県立博物館 第１・第２特別展示室 

 

３ 主 催 

とっとりの乱世展実行委員会(鳥取県立博物館、山陰中央テレビジョン放送株式会社) 

 

４ 協 力 

鳥取県立公文書館・鳥取県埋蔵文化財センター・鳥取市歴史博物館 

 

５ 観覧料 

一般７００円(前売・団体・大学生・７０歳以上５００円) 

(高校生以下､学校教育活動での引率者､障がいのある方・難病患者の方・要介護者等及びその

介護者は無料) 






